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国立公園における滞在体験の魅力向上事業

インバウンド再開を見据え、国立公園の利用の高付加価値化に向けて、民間活用による国立
公園利用拠点の面的な魅力向上に取り組み、美しい自然の中での感動体験を柱とした滞在
型・高付加価値観光の推進を図る。
昨年8月に選定した4つの国立公園において検討を進め、3月には、集中的に取組む利用拠点の
第一弾として、十和田八幡平国立公園の休屋・休平地区を選定。今後、具体の取組を加速。

休屋・休平地区（利用拠点に選定）

宿泊施設の方向性検討
継続的なサウンディング

滞在拠点の上質化
（廃屋撤去・利用施設の整備）

提案

自然体験アクティビティ

十和田八幡平国立公園休屋・休平地区における取組

十和田湖1000年会議
十和田湖地域の利用の高付加価値化に係る基本構想策定連携

マスタープラン・インター
プリテーション計画作成

中部山岳、大山隠岐、やんばる国立公園についても、検討を深め利用拠点を順次選定予定

意見公募
地域内外の民間事業者から
サウンディング

国立公園ならではの感動体験を提供する滞在型・高付加価値観光の拠点を再生・創出

自然環境保全

宿泊事業者公募

国立公園ならではの感動体験
を提供する宿泊施設の誘致

ヨセミテ国立公園ウェブサイトより プロモーション

（イメージ図）

民間の発想を活かした滞在体験の魅力向上をパッケージで実施

推進体制

地域関係者による
地域協働実施体制
を構築

情報提供拠点



国立公園におけるオーバーツーリズム対策（富士山）

【参考１】富士山における適正利用推進協議会
構成機関 文化庁、林野庁、国土交通省（地方整備局、運輸局）、環境省、防衛省、山梨県、静岡県、関係市町村地域関係団体等（神社、観光協会、

登山組合、山岳連盟、富士急行株式会社、道路公社等）
（事務局）環境省、山梨県、静岡県

富士山については、「富士山における適正利用推進協議会」において、
「富士登山におけるオーバーツーリズム対策パッケージ」をとりまとめ（令和６年３月28日）
協議会構成機関・団体が一体となってこの夏から５年間で集中的に取組を行い、
満足度の高い、快適な利用環境を実現し、オーバーツーリズムの解消を目指す。



国内外で注目が集まっているロングトレイルの活用

・みちのく潮風トレイルの開通5周年（2024年6月）
・長距離自然歩道の第一号である東海自然歩道の開通50周年（2024年7月）等

2024年はロングトレイルのメモリアルイヤー

東海自然歩道をはじめとするロングトレイルは、これまで十分に利活用がされてこなかったが、コロナ後のアクティビティと
して、東北の「みちのく潮風トレイル」に海外から注目が集まっている※。
※この数ヶ月間にニューヨークタイムズ、ウォールストリートジャーナル等の海外有名メディアが報道し、英紙The TIMESは日本で訪れるべき場所14選の4番目に選出。

ロングトレイルは、国内外で関心が高まるアドベンチャートラベルの優良事例として、地域への経済効果も期待でき、
大きなポテンシャルのある「眠れる地域自然観光資源」とも呼べるもの。

この機会を捉え、自然・歴史・文化とのふれあいの推進だけでなく、地域活性化や交流人口の創出、健康増進や
ウェルビーイングにも資するロングトレイルのうち、まずは大都市圏に近い東海自然歩道について、国・沿線自治体・
大手と地元企業、ハイカーが一体となって、利活用の促進と管理運営体制の構築を図る(東海自然歩道リバイバ
ルプラン)。さらに、他のロングトレイルへの拡大を通じて、人間性の回復や「長く歩く旅」の浸透を目指す。

大きなポテンシャルがあるロングトレイル

東海自然歩道をはじめロングトレイルの利活用を促進

６/8   みちのく潮風トレイル５周年記念式典（岩手県・宮古市）
※5月-11月に青森･岩手･宮城･福島の沿線4県でウォーキングイベントを開催

７/13 東海自然歩道50周年記念式典（日比谷）

９/3 ロングトレイルミーティング2024（大手町）※読売新聞主催、環境省共催

その他、利用人数の把握、マップ作成、英語表記の充実、内外への情報発信等

・沿線都府県・市町村の巻き込み
・自治体や民間団体主体による管理運営体制の構築
・企業によるサポーターズ制度の創設
・基本計画等の策定、一元的な利用情報の集約 等

利活用の促進 管理運営体制の構築




